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要　　　旨：【目的】COVID-19のパンデミック下において、感染拡大予防行動に関連する要因を明
らかにする。
【方法】20−50代の一般市民を対象に、COVID-19に関する知識、意識および、2019年
の４−５月と2020年４−５月 (緊急事態宣言中）の感染拡大予防行動、社会的自己制御
尺度などについて無記名のWebアンケートを実施した。
【結果】749件を分析対象とした。その結果、性別、職務中の対人関係、知識、社会的
自己制御尺度の自己主張得点と持続的対処・根気得点が意識得点の高低に影響してい
た。また、行動得点の高低には、性別（OR:1.93, 95%CI:1.39-2.67）、知識得点の高低
（OR:3.27, 95%CI:2.28-4.68）、意識得点の高低（OR:3.47, 95%CI:2.49-4.84）、感情・欲求
抑制の高低（OR:1.56, 95%CI:1.13-2.16）が関連していた。
【考察】感染拡大予防行動がなされるためには知識を得るだけでなく、社会的自己制御
の程度を踏まえて感染拡大予防に対する意識を向上する必要性が示唆された。
【結論】本調査の結果から、感染拡大予防行動には、感染拡大予防に関する意識が最も
影響を与えることが考えられた。

A b s t r a c t：[Purpose] The purpose of this study was to clarify the factors related to behavior 
regarding the prevention of infection spread during the COVID-19 pandemic.
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ることが明らかとなってきている。
　なお、海外では感染の拡大を防ぐためにロックダウ
ン（都市封鎖）のような法的な拘束力を持った非常事
態宣言が出されており、外出規制やマスクの着用など
の感染拡大を予防する行動は個人の意思によらず、強
制されたものとなっている。しかし、日本では、政府
から緊急事態宣言が発出されているものの、感染を拡
大させないために行動を「自粛」することが求められ
るのみであり、拘束力はないのが現状である。そのた
め、海外に比べて国内では個人のCOVID-19に関する
知識や感染拡大を予防する行動に対する意識が感染拡
大予防行動により強く関わるのではないかと考えられ
る。さらに、「自粛」は感染拡大予防行動を行うか否
かの最終的な判断を個人に求めるものであり、個人の

「自己を主張するもしくは抑制する能力」が感染拡大
予防行動を実践できるか否かに関連があるのではない
かと考えられる。
　以上のことから、諸外国と異なる政策がとられてい
る日本において、感染拡大を予防する行動に関連する
要因を明らかにすることで、より効果的に感染拡大予
防行動を教育する手法を検討する基礎資料を得ること

Ⅰ．はじめに
　新型コロナウイルス感染症（以下COVID-19）は瞬
く間に世界中へと広がり、2021年５月現在、依然猛威
を振るっている。COVID-19は、季節性インフルエン
ザと同様に飛沫・接触感染が主な感染経路であると考
えられている。しかしインフルエンザとは異なり、発
症前に体内のウイルス量が多くなるため、発症前の感
染者など無症状感染者からの感染が報告されている１, 

２）。そのため、症状の有無にかかわらず、感染予防対
策を行うことが感染者数の減少や感染による重症者・
死亡者の減少にとって極めて重要である。
　感染予防対策の実施状況やその関連要因について、
既に海外では複数の調査が行われており、Yang et 
al.は、感染予防対策の実施には、COVID-19に関連す
る知識や意識、性別などが関連していたと報告してい
る３）。また、Clementsは正しい知識を持つことが「必
要以上の買い込み」や「大規模集会への参加」など感
染対策上逸脱した行為を行うリスクを下げると報告し
ている４）。このように、COVID-19に関連する知識や
意識、個人の属性が感染拡大を防ぐ行為に関連してい

[Method] In this study, an Internet survey (N=817） was conducted with the 
general public in their 20s and 50s. The questionnaire consisted of the knowledge, 
attitude, and behaviors regarding the prevention for infection spread and Social Self–
Regulation (SSR） between April-May 2019 and April-May 2020 (during the state of 
emergency）. 
[Results] A total of 817 responses were obtained, and 749 were analyzed. Attitude 
scores were related to gender. Social distancing at work, Knowledge, Self-assertion 
scores on the SSR scale, and the continuous coping / patience score affected the level 
of consciousness score. In addition, behavior scores were related to gender (OR:1.93, 
95%CI:1.39-2.67）, and to knowledge scores (OR:3.27, 95%CI:2.28-4.68）, attitude scores 
(OR:3.47, 95%CI:2.49-4.84） and levels of emotional / desire suppression (OR:1.56, 
95%CI:1.13-2.16）.
[Discussion] It was suggested that in order for individuals to consistently adopt 
infection spread prevention behaviors, it is necessary not only that they to acquire 
knowledge but also develop improved attitudes toward infection spread prevention 
behavior based on degree of social self-control.
[Conclusion] Results suggest that attitudes toward infection spread prevention had 
the greatest effect on fostering and increasing prevention behaviors.

キーワード：感染拡大予防行動、知識、意識、社会的自己制御尺度（SSR）、COVID-19

Keywords：behaviors regarding the prevention for infection spread, knowledge, attitude, Social 
Self–Regulation (SSR), COVID-19
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場面が多かった」、「手を伸ばせば届く距離であるが、
ビニールカーテンなどで遮蔽されている場面が多かっ
た」、「緊急事態宣言中、仕事・アルバイトはしていな
かった」を低リスク群に分類した。また、「分からない・
答えたくない」と回答した場合は欠測値とした。
　（２）新型コロナウイルス感 染症及び感染予防に関

する知識・意識・行動
　知識は、新型コロナウイルス感染症やその予防に関
する知識を問う質問を厚生労働省ホームページ５）の
情報を参考に９問作成した。正解した人は１点、誤答
した人は０点、「分からない・答えたくない」は欠損
値とした。意識は、緊急事態宣言中に感染予防行動を
行おうと思ったかどうか、感染リスクを回避したいと
思うかどうかについて福川ら６）の尺度を参考に９問
作成した。「そう思った」を３点、「どちらかと言えば
そう思った」を２点、「どちらかと言えばそう思わな
かった」を１点、「そう思わなかった」を０点、「分か
らない・答えたくない」を欠損値とした。行動は、緊
急事態宣言中およびCOVID-19流行前の同時期である
2019年４−５月（以下 流行前同時期）の感染拡大予
防行動の実施状況について厚生労働省のホームペー
ジ５）の情報を参考に質問項目を設けた。具体的には、
手洗い方法、アルコール等による手指消毒を実施した
タイミング、周りに人がいる状況で咳やくしゃみをす
るときのマスクの装着頻度について調査項目を設け
た。手洗い方法は「石鹸をつけてすぐに洗い流す」「エ
アードライヤーで手を乾燥させる」「手洗いをしてい
ない」を誤った手洗いの方法として０点、それ以外を
正しい方法として１点とした。なお、「エアードライ
ヤーで手を乾燥させる」は、調査実施時、感染を拡大
させる可能性があるため使用が禁止されていた。その
ため当該行動を実施していた場合は０点とした。手指
消毒は「特にしていなかった」を誤った行動として０
点、それ以外の選択肢を正しい行動として１点とした。
マスクの装着頻度は「必ずしていた」を３点、「どち
らかといえばしていた」を２点、「どちらかといえば
していなかった」を１、「全くしていなかった」を０
点とし、満点である３点で除した値を得点とした。外
出の頻度を問う設問は、「５日/週以上」を１点、「３
～４日/週」を２点、「１～２日/週」を３点、「１～２
日/月」を４点、「それよりも少ない頻度」を５点とし、
満点である５点で除した値を得点とした。手洗い方法、
手指消毒、マスク装着頻度、外出の頻度の合計点を算
出し、行動得点とした。
　（３）社会的自己制御（Social Self-Regulation） 尺度

原田ら７）は社会的場面で，“個人の欲求や意思と
現状認知との間でズレが起こった時に、内的基準・

COVID-19パンデミック下における感染拡大予防行動に関連する要因

ができると考えた。

Ⅱ．研究目的
　感染拡大予防行動に関連する要因を明らかにする。

Ⅲ．用語の定義
１）感染拡大予防行動

手洗いや手指消毒のような標準的な感染予防行動に
加え、外出の自粛等、COVID-19の拡大を予防すると
広報された行動とする。

２）緊急事態宣言中
首都圏１都３県に最初の緊急事態宣言が出された、

2020年４月７日～５月25日の期間を示す。

Ⅳ．研究方法
１）研究デザイン

無記名のアンケートを用いた横断的研究

２）調査対象者
株式会社ジャストシステムが運営する「セルフ型

ネットリサーチFastask」（以下Fastask）のモニタ登
録者約270万人のうち、埼玉県・千葉県・東京都・神
奈川県に居住していた20 ～ 50代の各年代200人（計
800人）を対象とした。なお、「医療業」に従事する人
は、感染に関する知識・意識が高いと考えられるため
対象から除外した。また「学生」も、緊急事態宣言中
は全面休校となっており、特殊な環境だと考えられた
ため除外した。

３）調査期間
2020年８月19日～ 2020年８月25日

４）調査内容
　（１）対象者の属性

性別、年代、婚姻の有無、子どもの有無、緊急事態
宣言中の居住地域、職務中の対人距離、COVID-19に
関する情報源について質問した。年代は、20代と30代
を若年層、40代と50代を壮年層とした。緊急事態宣言
中の就労中の対人距離は、「実際に人に触れる必要が
あった」「実際に人に触れる距離・場面が多かった」「手
を伸ばせば届く距離・場面が多かった」を高リスク群、

「仕事中に他人と接する場面は少なかった」、「他人と
仕事をしているが距離（最低１ｍ以上）は保てている
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Ⅴ．結果
　817件の回答が得られ、属性に「わからない・答え
たくない」を選択したもの、知識・意識・行動の各項
目で過半数（知識５問、意識５問、行動４問）以上の
設問に「わからない・答えたくない」を選択したもの
を除外した749件（有効回答率91.7%）を解析の対象と
した。回答者の基本属性を表１に示す。

表１　基本属性

１）感染拡大予防行動およびそれに関する知識・意識
の概要

　知識については、各設問の正答率を表２に示した。
正答率が80 ～ 90％と高い設問が多い中で、流水での

外的基準の必要性に応じて自己を主張するもしくは
抑制する能力”である社会的自己制御（Social Self-
Regulation;以下 SSR）を測定する尺度を開発してい
る。SSRは自己主張、持続的対処・根気、感情・欲求
抑制の３因子で構成されている。岩渕８）は、SSR尺度
の各因子に対して最も負荷量の高い上位５項目ずつ、
計15問を使用して調査を行なっている。本調査では、
感染拡大予防行動を行えるか否かには社会的自己制御
能力が関連していると考え、岩渕と同様にSSR尺度の
15問を設問に加え、「よくあてはまる」から「まった
くあてはまらない」の５件法で回答を得た。本調査は、
SSR尺度の開発者である原田氏に尺度使用の許可を得
て実施した。

５）分析方法
質問項目ごとに単純集計を行った。続いて、各項目

間の関連性を検討するために名義尺度項目については
カイ二乗検定を行なった。知識９問（９点満点）、意
識９問（27点満点）、行動７問（７点満点）は得点化
し、対象者ごとに「わからない・答えたくない」と回
答した項目を除く知識・意識・行動の個人平均得点を
算出した。行動は個人平均得点の中央値をカットオフ
値として高低群に２値化した。また、知識・意識の個
人平均得点とSSR尺度の３因子は行動を目的変数とす
るROC曲線からカットオフ値を推定し、高低群に２
値化して項目間の関係性について検討した。さらに、
意識・行動得点の高低を目的変数とする名義ロジス
ティック回帰分析を行い、ステップワイズ法（変数増
減）を用いて変数選択を行った。本研究では有意水準
を0.05とし、分析にはJMP®14 Pro for Windowsを用
いた。

６）倫理的配慮
本調査の対象者であるFastaskモニタは、モニタ登

録時にインターネットアンケートのため回答の撤回が
行えないことについて同意を得ている。また、本アン
ケート開始時に、回答内容は個人が特定されない形で
系統的に処理されたデータとして扱われること、回答
したくない場合にはアンケートに参加しなくても不利
益はないこと、途中で回答を止めても問題はないこと
を明記し、同意が得られたもののみ本調査に進むよう
にした。
　本研究は、東京医療保健大学のヒトに関する研究倫
理委員会の承認（承認番号：32-10）を得て実施した。
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について、手洗い方法、アルコール等による手指消毒
を実施したタイミング、周囲に人がいる状況で咳やく
しゃみをするときのマスクの装着頻度について、緊急
事態宣言中と流行前同時期の実施状況に分けた結果を
表３に示す。手洗い方法は、「石鹸を使い、爪・手首

手洗いの設問が最も正答率が低く50.9%であった。意
識は、各設問で「そう思った」または「どちらかとい
えばそう思った」を選んだ割合を表２に示した。い
ずれの設問に対しても85%以上が「そう思った」また
は「どちらかといえばそう思った」と回答した。行動

COVID-19パンデミック下における感染拡大予防行動に関連する要因

表２　感染拡大予防行動に関する知識・意識
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時期に比べ頻度が減少し、緊急事態宣言中は最も頻度
が少ない「２−３日/月よりも少ない頻度」と回答し
た割合が有意に増加していた。

２）感染拡大予防行動およびそれに関する知識・意識
と属性の関連

　SSR尺度と属性の関係および、感染拡大予防行動

までしっかり洗う」と回答した人が最も多く、62.9%
であった。また、アルコール等による手指消毒を実施
したタイミングは、「入店時」と回答した人が最も多
かった。咳やくしゃみをするときのマスクの装着頻度
は、94.0%が「必ずしていた」または「どちらかとい
えばしていた」と回答した。緊急事態宣言中の外出等
の行動の頻度を表４に示す。いずれの行動も流行前同

Takaaki GOTOU　Yuuka INOUE　Noriko IRISAWA　Sayaka OOKUMA　Miharu KAWANAMI　Hitomi KURIYAMA　Risa KUWAZAWA　
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表３　緊急事態宣言中および2019年4•5月に実施した感染拡大予防行動（複数回答可)
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たと報告されている。一方、本調査では、「マスクを
せずに近距離（１ｍ未満）会話をするだけなら、感染
のリスクは低い」という設問の正答率は85.5%であっ
た。諸外国と同一の質問文ではないが、日本ではマス
クによる感染拡大防止効果は高いと認識されていると
考えられる。日本と諸外国でマスクの感染防止に対す
る認識が異なる要因として、市民に向けられた情報の
違いが考えられる。WHOはCOVID-19がパンデミッ
クの状態であるとの認識を2020年３月11日に表明した
が、同時期に「一般市民のマスク着用による効果は証
拠が明らかではない」とも発言していた11）。一方で、
日本では厚生労働省のホームページなどでマスクを着
用することで飛沫の拡散を防ぐことができるため、マ
スク着用の必要性が周知されていた。これらのことか
ら、海外に比べ日本のマスク着用に関する正答率は高
かったのではないかと考えられる。
　流水でウイルスの数を減らせることは、厚生労働省
のホームページでも紹介されている。しかし、本調査
ではこの設問に対する正答率は最も低かった。新型コ
ロナウイルス感染症専門家会議は「新しい生活様式」
を提言し、「水と石鹸で丁寧に洗う」と提言内に明記

およびそれに関する知識・意識をそれぞれ点数化し、
ROC曲線から推定したカットオフ値を基準に高値群
と低値群に分け、属性をクロス集計した結果を表５に
示す。知識は５項目、意識は知識を含む９項目、行動
は８項目で有意差が見られた。さらに、クロス集計の
結果、意識と行動のそれぞれにおいて有意差が見られ
た項目を説明変数、意識得点の高低を目的変数とする
名義ロジスティック回帰分析を行なった。その結果を
表６に示す。意識においては、性別、職務中の対人距
離、知識得点の高低と、SSR尺度の自己主張因子、持
続的対処・根気因子に有意な差が見られた。行動にお
いては、性別、知識得点の高低、意識得点の高低、感
情・欲求抑制の高低に有意差が見られた。

Ⅵ．考察
１）　知識
　「一般市民もメディカルマスクを装着することで感
染を防ぐことができる」という知識に関する設問の正
答率は、サウジアラビアで約43％９）、マレーシアで約
77%10）、アメリカが約55% ４）、中国が約74％３）であっ

COVID-19パンデミック下における感染拡大予防行動に関連する要因

表４　2020年緊急事態宣言中および流行前同時期の行動について
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まっていた（表２、３）。一方で、日本人のマスク着
用率は91.6%と高かった。先行研究では、マスクの着
用および手洗い行動を規定する要因として、共にそれ
らの行為を行なっている人を目にすると自分も実施し
た方がいいと感じる「同調」が最も強く関連していた
と報告されている13, 14）。マスクの着用の有無は外見
で判断ができるため、「同調」の心理が働く一方で、
手指衛生に関する行動の有無は外見からの判断ができ
ず、マスクの着用に比べて実施率が低くなったのでは
ないかと考えられる。

４） 感染拡大予防への意識および感染拡大予防行動
への関連要因

ロジスティック回帰分析の結果、感染拡大予防への
意識には性別、職務中の対人距離、知識、SSRの「自
己主張」、「持続的対処・根気」が関連しており、「持
続的対処・根気」のオッズ比が知識のオッズ比につい
で高かった。「持続的対処・根気」の意味合いは誘惑
に負けずに課題に取り組む側面とされている７）。手指
消毒以外の感染拡大予防行動はいずれもコロナ禍以前
の生活では必要とされていなかったものであり、「持
続的対処・根気」の側面が高い人の方が低い人に比べ

している。また、「新しい生活様式」はテレビでも頻
繁に取り上げられていた。本調査対象者の多くは「テ
レビ」からCOVID-19に関する情報を得ており、石鹸
による手洗いを推奨されていたために、流水ではウイ
ルス量を減らすことができないと間違った判断してし
まった人がいたのではないかと考えられる。

２） 意識
意識は、いずれの項目についても「そう思った」ま

たは「どちらかといえばそう思った」と回答した割合
が85%を超えており高い傾向にあると考えられる。元
吉10）は新型コロナウイルスが日本で広がることに対
する不安がとても強いことを報告しており、感染拡大
に対する不安が感染拡大予防行動に対する意識全体を
高めているのではないかと考えられる。

３）　感染拡大予防行動
手洗いについて、流行前同時期に比べて緊急事態宣

言中の方が、適切な手洗いを実施していた割合は高く
なった（表３）。しかし、手洗いについて知識や意識
の得点が高いにも関わらず、「石鹸を使い、爪・手首
までしっかり洗う」を実践している人は約60％に留

表５　SSRおよび感染拡大予防に関する知識・意識・行動と属性の関連
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て感染拡大予防を意識できることが示唆された。
　感染拡大予防行動の実施には、ロジスティック回帰
分析の結果、性別、知識得点、意識得点、SSRの「感情・
欲求抑制」が関連していることが明らかとなった。性
別については、女性の方が男性よりも感染拡大予防行
動を実施する傾向にあった。元吉はCOVID-19に自分
が感染するという不安や国内で感染が拡大することに
対する不安は女性の方が高いと報告している12）。ま
た、岡部らは、一般的に男性に比べて女性の方がハザー
ドに対する危険を高く見積もる傾向があると報告して
いる15）。これらのことから、感染に対する不安やリ
スク認知の傾向が男女で異なっており、それらが影響
して女性の方が意識が高く、感染拡大予防行動ができ
ていると考えられる。これらは、海外での研究結果と
も一致していた３）。次に、知識・意識が行動に影響し
ていることについてであるが、既に海外の調査でも本
調査結果と同様の結果が報告されている３, 16）。特に、
行動に対する意識のオッズ比が知識のオッズ比に比べ
て高く、意識が知識よりも行動に影響すると考えられ
た。これは、既にKAPモデル等で言われていること
であり、その点で正しく知識・意識・行動が得点化で
きていると考えることができる。最後に、SSRについ
て、行動には「感情・欲求抑制」の因子が影響してい
た。「感情・欲求抑制」の意味合いは情緒的側面、欲
求を抑制する側面とされている７）。そのため、感染拡

大予防行動を実施するためには自身の感情や欲求を抑
制する心理的な要因が関連していると考えられる。
　行動、意識ともにSSRの因子が関連しており、意識
には「持続的対処・根気」、行動には「感情・欲求抑制」
の因子が関連していた。原田らによるとこれら２因子
は「自己抑制」の側面として捉えることができ７）、「自
己抑制」の側面と社会的に逸脱する行為や迷惑となる
行為の実施には負の相関があることが報告されている
17）。「自粛」を求める日本のコロナ禍において、感染
拡大予防行動を行えない場合、それは社会的に逸脱し
た行為と考えられる。そのため、本調査においても感
染拡大予防行動とそれに対する意識にSSRの２因子が
より強く関連していたと考えられる。

５）　看護実践への示唆
COVID-19に対する有効な治療薬がない現状におい

て、手指衛生やマスクの着用、感染リスクの高い行動
を控えることなど、感染拡大予防行動を行うことが
COVID-19患者を減少させるために必要である。本研
究を通して、感染拡大予防行動を行うためにはそれに
対する意識をあげることが重要であることが示唆され
た。また、意識に対する知識の影響度は高くなく、従
来の知識提供型の教育だけでは意識・行動を高めるこ
とは難しいことが推察される。さらに、意識にはSSR
尺度の「持続的対処・根気」が強く関連しており、心

表６　意識および行動への関連要因

COVID-19パンデミック下における感染拡大予防行動に関連する要因
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理的側面などに配慮した教育方法を検討する必要性が
示唆された。

６）　研究の限界
本調査は、2020年８月に実施したものであり、知識

と意識は2020年８月時点の状態であるが、2020年４−
５月の緊急事態宣言中の行動については想起した回答
を得ている。そのため、実際に緊急事態宣言中の知識・
意識を反映したものではない。また、用いた尺度のう
ち、SSR尺度以外は研究者が独自に作成したものであ
り、信頼性・妥当性を検証したものではなく、海外の
報告と完全に比較できない部分がある。しかし、海外
とは公衆衛生状況や文化が異なる日本において感染拡
大予防に関する知識・意識・行動の関連を検討した本
研究結果は、今後の感染拡大を防ぐ方策を検討する基
礎資料になると考える。

Ⅶ．結論
20-50代の男女を対象に感染拡大予防行動の関連要

因を調査し、749名から有効な回答が得られた。その
結果、感染拡大予防行動に最も強く関連しているのは
感染拡大予防に関する「意識」であることが明らかと
なった。今後は、知識の提供のみではなく、「行動」
を変容させるような意識変容を促す教育が必要である
と考えられる。
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